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２０１２年（平成２４年）　１月１日号　②２０１２年（平成２４年）　６月１日号　②

　【問い合わせ先】復興対策局 ( 内線４４１、４４２)

地区 行政区 協　議　会　名

　市は、昨年１２月から住宅再建などに関する意向確認調査や、個別相談会などを開催してきました。

現在、市内２６行政区（２８協議会・移転戸数４０９戸）で高台移転に向けた協議会が組織されたほか、

１１行政区で協議会設置に向けた動きがあります。

　防災集団移転促進事業による高台への集団移転は、コミュニティの維持を基本にしており、集団移転

協議会を組織していただくことにより事業がスタートします。

　市が整備する高台への移転を希望する人で、まだ集団移転協議会に参加していない人は、市復興対策

局まで相談してください。

▽相談時間　月曜日から金曜日（祝日を除く）の午前８時３０分から午後５時まで

　　　　　　（午後５時以降や平日以外は事前に連絡をお願いします）

▽協議会設立一覧（平成２４年５月３１日現在）

地区

※高田、今泉地区土地区画整理事業地内に被災した土地を所有している人についても、相談窓口を開設

していますので、復興対策局に相談してください。

行政区 協　議　会　名

気仙町
( 長部 )

小友町

８ １二日市地区集団移転協議会 三日市地区集団移転協議会　

９ ２湊地区集団移転協議会①② 両替地区集団移転協議会

１０ ４古谷地区集団移転の会 柳沢地区集団移転協議会

１１ ６双六地区集団移転の会①② 只出地区集団移転協議会

１２ ７要谷地区集団移転協議会 防災集団移転小友町新田地域協議会

１３ ９福伏地区集団移転協議会 茂里花地区集団移転協議会

１４ ３上長部地区集団移転協議会 ①② 六ヶ浦地区集団移転協議会

１３ ６高田１３区集団移転協議会 久保地区集団移転協議会

６乙 ７脇の沢地区集団移転促進協議会① 中沢７地区集団移転協議会

７ ８・９脇の沢地区集団移転促進協議会② 泊地区集団移転協議会

１０ １０堂の前地区集団移転協議会 田谷地区集団移転協議会

１１ １１浜砂地区集団移転協議会 大野地区集団移転協議会①②

高田町

広田町
米崎町

地区 行政区 協　議　会　名

１５ 長洞地区集団移転協議会

防災集団移転促進事業

市が整備する高台への移転を希望する皆さんへ



③

　【問い合わせ先】被災者支援室 ( 内線３２１、３２３、３２４)

　５月２４日に市災害義援金配分委員会が開催され、災害義援金の追加配分について、次のとおり決定

されましたのでお知らせします。

　すでに、日本赤十字社などや市からの災害義援金の交付を受けた人は、５月３０日に指定口座に振り

込みましたので、新たな申請手続は必要ありません。

 ◆義援金の種類および交付金額など

　　　上段ア：日本赤十字社および岩手県などから配分を受けた義援金

　　　下段イ：市災害対策本部で受け付けた義援金

▽死亡または行方不明者見舞金

 ◆災害弔慰金の支給について

　津波や建物の倒壊など震災に直接起因する死亡と区別して、震

災後の避難所生活の継続など環境の変化により体調を崩して死亡

した場合などの、いわゆる「災害関連死」として判定された場合

にも、死亡した人のご遺族に災害弔慰金が支給されます。ご遺族

の範囲は、死亡した人の死亡当時における配偶者、子、父母、孫、

祖父母または生計同一もしくは同居の兄弟姉妹です。

　災害関連死であるかどうかの判定が困難な場合は、市からの委

託を受けて県が設置した災害弔慰金等支給審査会において判定す

ることになりますので、市被災者支援室まで相談してください。

交付対象

死亡または

行 方 不 明

交付対象者

被災当時、市内に住所を有し、災害により死

亡した人のご遺族および行方不明となった人

のご家族

交付金額

ア　１人あたり  　１０万円

イ　１人あたり  １万５千円

計１１万５千円

▽住家損壊等見舞金

交付対象

居住している住宅が

全 壊 ま た は 全 焼

交付対象者

被災時の世帯主

（または、被災当時に同居していた世帯員で

あって、これに代わるものと市が認める人

です）

交付金額

ア　１戸あたり　　１０万円

イ　１戸あたり　１万５千円

計１１万５千円

ア　１戸あたり　６万７千円

イ　１戸あたり　　　１万円

計７万７千円

ア　１人あたり　６万６千円

イ　１人あたり　　　１万円

計７万６千円

居住している住宅が

半 壊 ま た は 半 焼

入所している社会
福 祉 施 設 な ど が
全 壊 ま た は 全 焼

※原則として配偶者、子、父母、孫および祖

　父母です。これによりがたい場合、①死亡

　行方不明者と生計をともにしていた三親等

　内の親族、②死亡行方不明者の葬祭を行っ

　た親族の順序とします。

※ １戸の住宅に複数世帯が存在する場合は、

　被災当時に各世帯が別々に住民登録されて

　いる場合に限り、各世帯主が交付を受けら

　れます。

【災害関連死の事例】

 ・波にのまれたことにより、肺炎を

引き起こし悪化して死亡

 ・震災直後、ライフラインが停止

し、十分な医療行為や介護行為を受

けることができず、衰弱して死亡

 ・高齢であり、寒さに耐えながらの

避難所生活により、衰弱して死亡

など

被災者支援

災害義援金追加配分の実施についてのお知らせ災害義援金追加配分の実施についてのお知らせ



２０１２年（平成２４年）　６月１日号　④

　 児童手当制度の目的

　児童手当を支給することにより、家庭などにおける生活の安定に寄与し、次代の社会を担う児童が健

やかに成長することを目的としています。

　 児童手当を受給するためには

現況届（毎年６月に提出）

※６月以降に児童手当などを受けるためには現況届が必要です

　現況届は、毎年６月１日の状況を把握し、６月分以降の児童手当などを引き続き受ける要件（児童の

監督や保護、生計同一関係など）を満たしているかどうかを確認するためのものです。６月初旬には対

象となるすべての人に通知を送付する予定ですので、それを持参し届け出を行ってください。

　また、平成２３年１０月１日時点において、子ども手当の受給資格がある人で未申請の人は、支給で

きませんので早めに申請を行ってください。

　 新たな支給要件など

 ・所得制限が導入されます（平成２４年６月支給分から）

 ・施設入所等児童に関する施設などの範囲を拡大

 ・民法改正に伴う未成年後見人の受給者を拡大

 ・学校給食費などの申出徴収の拡大

　 子ども手当が未申請の人への申請猶予措置延長

　平成２３年１０月 1 日時点において、本市の子ども手当受給対象者であった人で、特別措置法の子ど

も手当が未申請の人は平成２４年９月３０日までに申請期限が延長されました。これにより受給対象の

人が申請をすれば、平成２３年１０月１日以降の子ども手当にさかのぼって支給を行いますので、早め

に手続きを行ってください。

※子ども手当未申請の人は、今回現況届を申請する際、受け付けでその旨を申告してください。

　 現況届の申請に必要なもの

①届いた通知書

②印鑑（認印可、スタンプは認めません）

③請求者の健康保険証

④請求者名義の金融機関通帳（受給者以外の口座＝配偶者、児童の口座には振り込みできません）

⑤平成２４年１月１日時点で市内に住所がなかった人は、前住所の児童手当用所得証明書（請求者・配

偶者分）が必要です。

⑥児童の父母以外の者による申請、別居監護申立、未成年後見人などによる申請は、上記の他に必要な

書類がありますので、担当まで問い合わせてください。

中学生以下の子どもの保護者は忘れずに手続きを

児童手当の現況届を受付開始児童手当の現況届を受付開始



⑤

　【問い合わせ先】社会福祉課児童福祉係（内線２３５）

　 受付期間　( 集中受付実施６月１５日～２０日 )

　市は、下表のとおり申請の集中受付を行います。

※どうしても都合のつかない人は、６月２９日（金）までに必ず申請を済ませてください。

　 ６月から所得制限を適用
 

　請求者（受給者）の所得が所得制限限度額以上である場合は、子どもの年齢区分にかかわらず、子ど

も１人につき月額５, ０００円となります。平成２４年４、５月分の手当については所得制限がありま

せん。

▽所得制限の目安

　 児童手当　各種手続き一覧

※上記申請をする際は、印鑑を持参してください。

６月１８日（月）

日　　程

６月１５日（金）

６月２０日（水）

６月１９日（火）

竹駒町・気仙町

受 付 町 名

矢作町・横田町

小友町・広田町

高田町・米崎町

受  付  会  場

市役所３号棟 第１会議室

扶養親族などの数

０　人

所　　得　　額

６３０万円

収入額（目安）

８３３. ３万円

１　人 ６６８万円 ８７５. ６万円

２　人 ７０６万円 ９１７. ８万円

３　人 ７４４万円 ９６０. ０万円

４　人 ７８２万円 １００２. １万円

５人目以降 １人増すごとに３８万円加算

出生、転入など、新たに受給を開始するとき
 ・認定請求書
○請求者の健康保険証○振込先口座の通帳

他市町村に転出するとき  ・支給事由消滅届

第２子以降の出生などにより、支給対象児童が増えた
とき

 ・額改定認定請求書
○請求者の健康保険証○振込先口座の通帳

子どもが福祉施設などに入所、または里親などに委託
されたとき

 ・支給事由消滅届

受給者が公務員になったとき
 ・支給事由消滅届
○公務員になったことの証明書 ( 辞令など )

受給者または養育している児童の氏名・住所が変わっ
たとき

 ・児童手当変更届

振込先の口座を変更したいとき
 ・児童手当口座変更届
○変更する金融機関通帳

対象児童が留学以外で国外転出したとき  ・支給事由消滅届

届 出 が 必 要 な 場 合 届　出　内　容

時　　　　間

９：００～１６：００



２０１２年（平成２４年）　６月１日号　⑥

　【問い合わせ先】学校教育課学務係（内線２８１）

対　象　者

給付内容

注意とお願い

給付の申請・届出方法

　東日本大震災により親を亡くした子どもたちが、希望を抱き学校生活を送るためには息の長い支援が

必要なことから、市は国内外から広く寄附金をいただき「陸前高田市子どもの学び基金」を創設しました。

この基金を活用し、返還不要の支援金を給付して、このような子どもたちの生活支援・就学支援を行い

ます。

　現在、申請を受け付けています。申請について不明な点がありましたら、学校教育課に問い合わせて

ください。

　東日本大震災津波により、両親（父子または母子家庭であった場合はその親）が死亡、または

行方不明となっている児童生徒などです。

※１ 　高等学校、高等専門学校（１～３年）、中等教育学校（後期課程）、専修学校（高等課程・一般課程）専門学校

　　 で高等学校相当の課程など

※２　 一時金は、平成２３年３月１１日に高等学校（卒業者も含む）に在籍していた人にも支給します。

● 給付の要件に該当しなくなった場合は、教育委員会に連絡してください。

● 支援金を就学目的に利用されていないと認められる場合は、給付の決定取り消しや給

　 付された支援金を返還していただく場合があります。

● 住所、氏名、振込先、保護者など、申請事項に変更があった場合や、学校を転学、休

　 学などをした場合は、届け出をお願いします。

現在、小学校・中学校・高等学

校に在籍している人は在籍して

いる学校に、その他の人は学校

教育課に提出してください。

在籍している学校に

提出してください。

一 時 金

給付申請書

定 期 金

給付申請書

小学校に在籍 中学校に在籍 高等学校　　に在籍

定　期　金

一　時　金
※２

※１

１月につき

１０，０００円

１月につき

１０，０００円

１月につき

１０，０００円

高等学校を卒業するまで給付します。

４か月分をまとめて７月、１１月、３月に指定口座に振り込みます。

１回限り　１２０，０００円

平成２４年７月に指定口座に振り込みます。

陸前高田市子どもの学び基金
支援金給付のご案内

陸前高田市子どもの学び基金陸前高田市子どもの学び基金



⑦

【特別児童扶養手当とは？】

　特別児童扶養手当は、精神やからだに障がいのある子どもを育てている家庭に支給されるものです。精

神やからだに障がいのある２０歳にならない子どもの父か母、または父母の代わりに子どもを育ててい

る人が受給できます。また、前記の条件を満たす外国人も受けることができます。

　ただし、次のようなときには、手当を受けることができませんので注意してください。

【所得制限について】

　手当を受ける人や、配偶者や同居の親族などの

前年の所得が一定の額を超えるときは、手当の

支給が停止されます。所得制限の額は扶養親族の

数などによって異なります。所得制限限度額は、

年によって変更されることがあります。

【手続きについて】

　請求書を社会福祉課児童福祉係に提出してください。請求には、戸籍謄本、住民票謄本、診断書など

が必要です。

　詳しくは、社会福祉課児童福祉係（内線２３５）、または沿岸広域振興局保健福祉環境部（☎０１９３

ー２５ー２７０２）まで。

※手当の月額は、物価変動などの要因により改定さ

れる場合があります。

※支払期の前月分までの４カ月分をまとめて金融機

関の口座に振り込みます。

①手当を受けようとする父または母および養育者が、日本に住んでいないとき

②児童が児童福祉施設（母子生活支援施設、保育所、通園施設を除く）に入所しているとき

③児童が障がいを支給事由とする公的年金を受けることができるとき

【等級について】

【手当の額について】

【支払いについて】

障　が　い　の　程　度

身体障害者手帳１～２級程度、療育手帳「Ａ」程度、精神やからだに重い障がいのある子ども

等級

身体障害者手帳３～４級 ( ４級は一部 ) 程度や、これと同程度精神やからだにやや重い障が

いのある子ども

１　級

２　級

平成２４年４月から

障がい等級

月額の手当 ( １人あたり )

１級

50,400 円

２級

33,570 円

支 払 期

１２月期 １１月１１日 ８月分から１１月分

支  払  日 対　象　月

　４月期 　４月１１日 １２月分から３月分

　８月期 　８月１１日 ４月分から７月分

特別児童扶養手当所得制限限度額表
（平成１４年～）

扶 養 数
( 人 )

０ 4,596,000 円 6,287,000 円

１ 4,976,000 円 6,536,000 円

２ 5,356,000 円 6,749,000 円

３ 5,736,000 円 6,962,000 円

４ 6,116,000 円 7,175,000 円

５ 6,496,000 円 7,388,000 円

所　　得　　額

請　求　者
配偶者および
扶 養 義 務 者

障がいのある子どもを養育している世帯への支援です

特別児童扶養手当のお知らせ特別児童扶養手当のお知らせ
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防災講座

市の予算について

ごみ問題

国民年金の話について

身近な税金～市民税

身近な税金～固定資産税

身近な税金～国民健康保険税

防災対策室

財　政　課

市民環境課

市民環境課

税　務　課

税　務　課

税　務　課

健康推進課

健康推進課

健康推進課

直下型地震と減災、風水害 (集中豪雨と台風 )    

市の予算・決算等について    

ごみ問題について    

国民年金について    

市民税のしくみ・役割等    

固定資産税のしくみ・役割等    

国民健康保険税のしくみ・役割等

介護保険制度

高齢者福祉サービス

認知症を正しく理解しよう　【新規】

心の健康教室

児童福祉

障がい者福祉

手話教室

長寿社会課

長寿社会課

長寿社会課

社会福祉課

社会福祉課

社会福祉課

社会福祉課

介護保険制度について    

高齢者に対する福祉サービスの概要    

認知症の症状、認知症の人との関わり方、治療や予防について    

心の健康に関すること    

児童福祉について    

障がい者福祉について    

手話通訳について

環境問題

防犯について

消費者トラブルについて

交通安全

応急手当について

家庭の防火

市民環境課

市民環境課

市民環境課

市民環境課

消　防　署

消　防　署

環境問題について    

防犯について    

消費者トラブルについて    

交通安全について    

心肺蘇生法、応急手当    

家庭での火災予防、消火器取扱い、住宅用火災警報器  

陸前高田市の読書教育について

家庭教育のあり方

生涯学習のすすめ

学校教育課

生涯学習課

生涯学習課

市立博物館

市立博物館

市立博物館

読書活動の現状と各学校における実践紹介、陸前高田市子ども読書プランの説明

家庭での教育のあり方や心の成長について家庭教育手帳に基づき解説    

生涯学習とは？　その必要性について解説

出前おはなし会

奇跡の海

鳥羽源蔵先生と宮沢賢治

絵本の読みきかせとストーリーテリング（素話）で物語の世界へ    

三陸の海はなぜ豊かなのか。環境、生物、文化の視点から解説    

岩手博物界の太陽鳥羽源蔵先生と宮沢賢治との関係を解説

議会のしくみ

相続と遺言

公証役場と遺言制度

任意後見制度

検察庁の役割と裁判員制度

議会制度と議会の役割等

陸前高田市の上水道 水道事業所
毎日の生活に欠かすことのできない大切な水が、各家庭・事業所に行き届く
陸前高田の水道がわかります。

陸前高田市のキャリア教育って何？ 学校教育課
陸前高田市のキャリア教育のねらいや、各小中学校で展開されているキャリ
ア教育の取り組みの紹介など。

教育振興運動について 【新規】 生涯学習課
学校、家庭、住民等が総ぐるみで地域の教育課題の解決に自主的に取り組む
教育運動について解説

後期高齢者医療制度について

国民健康保険について

特定検診・特定保健指導について

後期高齢者医療制度の概要

国民健康保険制度の概要

「特定検診・特定保健指導とは？」制度の仕組み等

健康推進課

・歯の話
・運動実技（玄米ニギニギ体操ほか）
・タバコの話
・生活習慣病予防について

・簡単体操で元気はつらつ！
・元気になる食事
・お口の元気アップ !
・うつ、認知症予防　【新規】 

歯周病の予防について    
玄米ニギニギ体操の実践指導    
たばこの害や禁煙について    
「生活習慣病とはなにか」予防方法について  

健康推進課
生活習慣病予防のための食生活について
生活習慣病予防のための食生活の実践指導

健康推進課

体はいくつからでも機能向上ができます。まず軽い運動から始てみましょう    
「たくさん」より「まんべんなく」の高齢者食事ポイントを学びます。    
おいしく食べ、元気に笑いたい「歯つらつ体操」を一緒に行います。    
「心の問題」「忘れん脳」づくりのポイントと役立つ習慣を体験してみましょう。

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２９

３０

３１

３３

３４

３５

３８

３９

４０

４１

市

　
　
　政

健

　
　康

　
　／

　
　福

　
　祉

講　　座　　名 担 当 課 内　　　　　　容No分野

１１

１２

１３

２１

２８

３２

３６

３７

健
康
教
室

栄
養

教
室

介
護
予
防
教
室

・栄養講話
・調理実習

ふるさとの宝は今！
～文化財レスキューと資料の保護～　【新規】 市立博物館

議会事務局

一関公証役場

盛岡地方検察庁

大津波後に展開された文化財レスキューと資料を保存することの意義につい
て解説

環 

境

防
犯

安 

全

議会

教

　育

　／

　教

　養

公
的
機
関

　市生涯学習推進本部では、「生涯学習出前講座」を開講しています。市民の皆さんが自主的に開催する

講座や集会に、市職員や公的機関の職員が講師として出張します。地域や職場などで誘い合いのうえ、ぜ

ひ利用してください。

▽出前講座メニュー

生涯学習出前講座のお知らせ本年度は４１項目をエントリー 生涯学習出前講座のお知らせ



⑨

大久保　勇　作

菅　野　不二夫

瀧　本　慶　子

熊　谷　敬　子

大和田　イ　ヨ

内　舘　靖　子

岩　淵　清　七

菅　野　　　昭

菊　池　義　人

佐　藤　榮治郎

及　川　サカエ

吉　田　富　彦

河　野 　　 功

藤　田　東　一

黄川田　己之助

黄川田　幸　吉

村　上　庄　一

佐　藤　哲　也

佐　藤　忠　男

吉　田　幹　夫

千　田　信　男

パソコン

合唱・ピアノ

古典学習・百人一首

リズム・百人一首・幼児教育

女性教育

点字

虎舞・踊り・太鼓

炭焼き・昔遊び・わら細工

中平神楽

三の戸剣舞

しめ縄づくり

しめ縄づくり

要谷たるこ踊・笛

木工芸・刀剣研磨

三日市虎舞

三日市虎舞

田束剣舞（踊・笛）

田束剣舞・権現舞

田束剣舞・権現舞・礼儀作法

田束剣舞・横笛

田束剣舞・権現舞

氏　　　名 指　　導　　内　　容

菅　野　孝　一

近　藤　乃　子

岩　崎　たみ代

村　上　トキ子

金　野　榮　次

鈴　木　勝　井

熊　谷　睦　男

高　橋　　　仁

菅　原　和　子

菅　原　一　雄

金　野　義　雄

熊　谷　チエ子

村　上　カチエ

内　舘　千賀子

小田桐　秀　雄

鈴　木　千恵子

及　川　キヨ子

小　泉　増治郎

新　沼　　　薫

村　上　ミヱ子

謡曲（小謡）喜多流

お茶

茶道

お花

喜多流謡曲

囲碁・花壇作り

絵画制作・図工・美術・デザイン・工芸

津軽三味線・一般民謡三味線

茶道・華道・俳句

囲碁

水石

食の匠（ゆべし・がんずき・羊かん）

華道

パッチワーク・編み物

切り絵・リースづくり

軽スポーツ

レク・民踊

グラウンドゴルフ

剣道

健康体操（３B体操ほか）  

氏　　　名 指　　導　　内　　容

　生涯学習課では、高齢者の社会的役割を高め、生涯学習に携わる指導者の充実を図るため、高齢者人

材バンク派遣事業を行っています。

　小中学校、老人クラブ、地区公民館などが開催する講座や集会に、登録者が指導者として出張します。

高齢者の豊富な経験、知識、技能をぜひ活用してください。

　また、６０歳以上であれば登録できますので、新規の登録者も随時募集しています。

▽指導料　無料です。講座に必要な材料などがある場合は事前に用意してください。

▽申込方法

・登録者の氏名、指導内容を確認のうえ、生涯学習課に問い合わせください。

・開催希望日の１４日前までに生涯学習課に申し込みください。手続きに必要な書類は生涯学習課にあり

ます。

▽講座内容

　詳しくは、生涯学習課（内線２５４、２５５）まで。

▽申し込みできる人　市内に在住、在勤、在学している５人以上の団体など。

▽開催時間・会場　原則午前９時から午後９時までの間で２時間以内とし、会場は市内に限ります。会

場の手配や催しの周知などについては、講座・集会などを主催する皆さんにお願いします。

▽講師料　講師料は無料です。講座に必要な材料などがある場合は、事前に用意してください。

▽申込方法

①生涯学習推進本部事務局（生涯学習課）に問い合わせください。

②開催希望日の１４日前までに所定の申込書に必要事項記入し、生涯学習課に申請してください。申込

書は生涯学習課にあります。

③担当課と協議のうえ、決定通知書を送付します。

④出前講座を開催。終了後に報告書を提出していただきます。

　詳しくは、生涯学習課（内線２５５）まで。

高齢者人材バンク派遣事業のお知らせ高齢者人材バンク派遣事業のお知らせ
～豊富な経験や知識、技能を活用してみませんか～
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期　　日 診療（受付）時間 診　　　療　　　科

６月　９日（土）

６月１０日（日）

６月１３日（水）

６月１４日（木）

６月１６日（土）

６月１７日（日）

６月２０日（水）

６月２１日（木）

６月２３日（土）

６月２４日（日）

６月２７日（水）

６月２８日（木）

６月３０日（土）

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

内科系、小児科、心療内科    

小児科、耳鼻咽喉科、眼科、心療内科    

外科系、小児科    

内科系、外科系、泌尿器科    

内科系、外科系、小児科、心療内科    

内科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科    

外科系、小児科、泌尿器科    

内科系、外科系、泌尿器科    

内科系、外科系、小児科、心療内科    

内科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科    

外科系、泌尿器科    

小児科、泌尿器科    

内科系、小児科、心療内科  

　気仙小学校と長部小学校の統合について、話し合いを進めてまいりましたが、両地区とも「児童数の

減少に伴い統合は止むを得ない」との方向で一致しました。

　そこで、先般、気仙・長部地区のコミュニティ推進協議会、保育所・小学校の代表、校長・副校長、教

育委員会を構成員とする「気仙・長部統合小学校づくり協議会」を設置しました。今後、統合に向け考

えられる諸課題の調査、研究および協議を行い、円滑な統合推進を目的として意見交換を重ねてまいり

ます。

▽統合の方法　２校を閉校し、新しい学校を設立する対等での統合

▽統合の時期　平成２５年４月

▽応募方法　様式は問いませんので、「学校名」「学校名の由来・理由」「住所」「氏名」を記入のうえ、気

　　　　　　仙小学校・長部小学校または学校教育課まで持参、郵送、ファクス、メールで応募してく

　　　　　　ださい。

▽応募資格　気仙町に居住する住民や関係者、出身者

▽応募締切　７月６日（金）必着

▽提出先　・持参する場合　気仙小学校・長部小学校または学校教育課

　　　　　・郵送する場合　〒０２９ー２２９２

　　　　　　　　　　　　　陸前高田市高田町字鳴石４２ー５　教育委員会学校教育課あて

　　　　　・ファクスの場合　０１９２ー５４ー３８８８

　　　　　・メールの場合　gakkyo@city.rikuzentakata.iwate.jp

▽選考方法　応募の中から「気仙・長部統合小学校づくり協議会」において参考とし、協議します。

　詳しくは、学校教育課学務係（内線２８１）まで。

気仙小学校・長部小学校の統合に伴い新しい学校名を募集気仙小学校・長部小学校の統合に伴い新しい学校名を募集

　岩手県医師会では、第一中学校体育館西側で診療所を開設しています。６月の診療日程は下表のとお

りです。

※診療科は、日によって異なります。また、都合で変更になる場合があります。

　詳しくは、高田診療所（☎５３－２１１０）まで。※診療日のみ通話可

●  第一中学校敷地内で診療しています ●

岩手県医師会高田診療所 ６月の診療日程岩手県医師会高田診療所
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紙 上 年 金 教 室紙 上 年 金 教 室

６月２１日（木）市役所３号棟 第１会議室　午前１０時３０分～午後３時３０分
※相談は事前に予約が必要です。申込先は一関年金事務所（☎０１９１－２３ー４２４６）

平成２４年６月

社会保険相談日程

▽対象　東日本大震災により、居住していた家屋に被害を受けた個人または、事務所などに被害を受け

た法人（もしくは個人）※申請には、り災を証明する書類が必要になります。

▽対象となる太陽光発電システム

・被災者が修繕や新築などを行う建物（県内）に新たに設置すること。

※既設や申請時に着工しているものは対象外です。

・太陽電池の最大出力が１０ｋｗ未満であること。

・申請者が自ら使用すること。

▽補助額　１ｋｗ当たり４万８千円で千円未満切り捨てになります。

▽申請期間　平成２５年１月３１日（木）

※予算額に到達した時点で申請の受け付けを終了する場合があります。

▽問い合わせ先　県環境生活部環境生活企画室　温暖化エネルギー対策担当（☎０１９ー６２９ー　

５２７３）

　なお、本市においても太陽光発電システムの設置に補助をしています。本年度中に工事が終了するも

ので自らが居住しまたは居住しようとする者が購入し設置した場合などに、１ｋｗ当たり３万円（上限

１０万円）を補助します。（予算額に到達した時点で申請の受付を終了する場合があります。着工前に確

認してください。）

　詳しくは、市民環境課環境安全係（内線１３５）まで。

　東日本大震災により住宅や家

財、その他財産におおむね２分

の１以上の損害を受けた人は、

申請により国民年金保険料が全

額免除になります。

１　申請には以下の書類などが

必要です。

・国民年金保険料免除申請書（市

役所にあります）

・り災証明書の写し

・被災状況届 ( 市役所にありま

す )

・印鑑

　なお、申請は本人が行うこと

となっておりますが、本人が申

請できない場合は委任状が必要

となります。

２　将来受け取る年金は、免除

された期間に応じて減額されま

すので注意が必要です。（老齢

基礎年金の年金額に対し、免除

になった期間は２分の１で反映

されます）

３　今回保険料が免除になった

後で保険料を納付して年金額を

増やしたい場合は、１０年以内

に追納申込書を提出し、保険料

を追加納付することもできま

す。

　免除を希望する人や免除を受

ける際における相談などは市民

環境課かお近くの年金事務所、

社会保険相談にお越しくださ

い。

●年金の切り替えはお済みです

か

　就職や退職により加入して

いた年金が変わった場合など

で、変更の手続きをしないでい

ると、将来受けとる年金が減額

になったり、受け取れなくなっ

てしまったりする場合がありま

す。

　東日本大震災以降、多くの人

が就職、離職しており、市役所

にも多くの人が年金の切り替え

手続きにお越しになっていま

す。心当たりのある人やまだ手

続きが済んでいない人、自分が

今どの年金に加入しているか分

からない場合などは、市民環境

課窓口か年金事務所、社会保険

相談にお越しください。

国民年金保険料の震災特例免除を行っています

●震災に伴う納付免除申請が６月末日まで延長になりました。

被災家屋などへの太陽光発電システム設置費を補助被災家屋などへの太陽光発電システム設置費を補助被災家屋などへの太陽光発電システム設置費を補助



２０１２年（平成２４年）　６月１日号　⑫

　

市
は
、
災
害
公
営
住
宅
の
建
設

に
向
け
て
事
務
を
進
め
て
い
ま

す
。
現
時
点
で
の
進
ち
ょ
く
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

さ
き
に
実
施
し
た
住
宅
再
建
に

か
か
る
意
向
確
認
調
査
の
結
果
を

踏
ま
え
、
必
要
戸
数
を
確
保
す
る

予
定
で
す
。

　

高
田
町
は
、
用
地
確
保
の
目
途

が
立
っ
た
団
地
か
ら
順
次
、
測
量

調
査
を
実
施
し
、
今
年
度
中
の
着

手
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他

の
地
区
も
、
順
次
、
用
地
の
確
保

に
努
め
ま
す
。

　

な
お
、
多
く
の
災
害
公
営
住
宅

が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
市
の

み
な
ら
ず
、
県
で
も
整
備
す
る
予

定
で
す
。

　

入
居
の
募
集
は
、
工
事
の
完
成

が
見
込
め
る
時
点
で
、
広
く
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
一
定
の
災
害
公
営
住
宅

が
完
成
す
る
ま
で
は
、
仮
設
住
宅

は
設
置
す
る
予
定
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
建
設
課
住
宅
推
進

係
（
内
線
４
７
４
）
ま
で
。

　

専
門
の
医
師
が
、
義
肢
・
装
具
・

車
い
す
な
ど
の
補
装
具
の
製
作
・

修
理
・
適
合
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。

▽
期
日　

六
月
二
十
二
日
（
金
）

▽
受
付
時
間　

午
前
十
時
三
十
分

～
十
一
時

▽
会
場　

大
船
渡
地
区
合
同
庁
舎

▽
対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人

▽
申
込
締
切　

六
月
十
二
日
（
火
）

▽
持
参
す
る
も
の　

身
体
障
害
者

手
帳
、
印
鑑
、
補
装
具

※
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は

事
前
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

▽
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
先　

社

会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
（
内
線

２
３
２
）

　

市
が
貸
与
し
て
い
る
水
道
メ
ー

タ
ー
は
、
検
針
の
精
度
を
維
持
す

る
た
め
、
八
年
を
期
限
と
し
て
交

換
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

本
年
度
、
交
換
が
必
要
な
世
帯

約
二
百
五
十
世
帯
を
無
償
交
換
す

る
た
め
に
、
市
が
委
託
す
る
水
道

工
事
店
が
訪
問
し
ま
す
。

　

交
換
に
か
か
る
時
間
は
、
一
件

あ
た
り
三
十
分
か
ら
一
時
間
で

す
。

▽
交
換
期
間　

六
月
十
六
日
（
土
）

～
二
十
日
（
水
）

　

詳
し
く
は
、
水
道
事
業
所
業
務

係
（
内
線
４
３
２
）
ま
で
。

　

県
で
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月

一
日
採
用
予
定
の
獣
医
師
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

▽
応
募
資
格　

平
成
二
十
四
年
四

月
一
日
現
在
、
四
十
五
歳
未
満
で
、

獣
医
師
法
の
規
定
に
よ
る
獣
医
師

免
許
を
有
す
る
者
、
ま
た
は
取
得

す
る
見
込
み
の
者
。

▽
募
集
期
間　

平
成
二
十
四
年
六

月
二
十
九
日
（
金
）（
消
印
有
効
）

ま
で

▽
一
次
試
験　

七
月
八
日
（
日
）

に
県
庁
で
、
教
養
試
験
お
よ
び
論

文
試
験
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
県
総
務
部
人
事

課
（
☎
０
１
９
ー
６
２
９
ー

５
０
７
１
）
ま
で
。

　

い
わ
て
県
南
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
働

き
た
い
」
と
い
う
意
欲
が
あ
っ
て

も
生
活
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を

抱
え
て
就
職
で
き
ず
に
い
る
人
に

対
し
、
個
別
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
成
し
、
共
に
行
動
し
自
立
生
活

が
で
き
る
ま
で
の
継
続
的
な
支
援

を
行
う
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト

サ
ー
ビ
ス
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
出
張
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

毎
週
月
・
水
曜
日
、
午

前
十
時
～
午
後
三
時
三
十
分

▽
場
所　

ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
　

詳
し
く
は
、
同
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
１
９
７
ー
２
３
ー
６
３
３
１
）

ま
で
。

　

図
書
館
で
は
、
七
月
よ
り
移
動

図
書
館
の
運
行
を
開
始
し
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
保
育
所
、
学
校
を

除
く
一
般
利
用
者
の
た
め
の
駐
車

場
所
を
新
し
く
募
集
し
ま
す
。

　

利
用
を
希
望
す
る
人
（
団
体
、

個
人
）
は
、
図
書
館
ま
で
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
駐
車
場
所
の
例　

職
場
、
高
齢

者
施
設
、
病
院
、
コ
ミ
セ
ン
、
仮

設
住
宅
集
会
場
、
商
店
、
数
人
の

利
用
者
が
あ
る
個
人
宅
な
ど
。

▽
締
め
切
り　

六
月
十
五
日
（
金
）

　

詳
し
く
は
、
図
書
館
（
☎
５
４

ー
３
２
２
７
）
※
受
け
付
け
は
月

曜
か
ら
金
曜
日
の
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。

　

六
月
の
登
録
面
接
会
の
日
程
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
期
日　

毎
週
金
曜
日

▽
時
間　

午
前
十
一
時
～
午
後
一

ちば　せな
ちゃん

ちだ　よしか
ちゃん

とば　としたか
ちゃん

３
歳
６
か
月
児
健
診
か
ら

◆
平
成
二
十
四
年
四
月
健
診
分
②

む
し
歯
の
な
い
子

　
　
あ
つ
ま
れ
！

む
し
歯
の
な
い
子

　
　
あ
つ
ま
れ
！

む
し
歯
の
な
い
子

　
　
あ
つ
ま
れ
！

information

お知らせコーナー

information

お知らせコーナー

進
捗
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

災
害
公
営
住
宅
へ
の
入
居

不
具
合
は
あ
り
ま
せ
ん
か

補
装
具
の
巡
回
相
談

水
道
工
事
店
が
訪
問
し
ま
す

水
道
メ
ー
タ
ー
一
斉
交
換

県
の
機
関
で
働
き
ま
せ
ん
か

県
職
員
（
獣
医
師
）
を
募
集

く
ら
し
・
仕
事
の
支
援
を
行
い
ま
す

パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

敷
地
を
お
借
し
く
だ
さ
い

移
動
図
書
館
駐
車
場
所
を
募
集

緊
急
雇
用
者
登
録
支
援
事
業

「
登
録
面
接
会
」
開
催



⑬

時
三
十
分

▽
場
所　

市
役
所
プ
レ
ハ
ブ

　

詳
し
く
は
、
オ
フ
ィ
ス
小

川
（
☎
０
８
０
ー
２
８
２
０
ー

７
９
２
０
）
ま
で
。

　

在
住
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語

教
室
が
始
ま
り
ま
す
。
楽
し
く
日

本
語
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
語
学
習
を
支
援
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
（
日
本
人
、
外
国
人
問

わ
ず
）
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

六
月
七
日
よ
り
毎
週
木

曜
日
の
午
後
七
時
開
始

▽
場
所　

市
役
所
三
号
棟
第
一
会

議
室

　

詳
し
く
は
、
市
国
際
交
流
協
会

（
学
校
教
育
課
内
、
内
線
２
８
４
）

ま
で
。

　

現
在
、
市
内
の
小
中
学
校
で
使

用
さ
れ
て
い
る
教
科
書
を
次
の
会

場
で
展
示
し
ま
す
。

▽
展
示
会
場　

大
船
渡
教
科
書
セ

ン
タ
ー
（
大
船
渡
地
区
合
同
庁

舎
）、
住
田
町
教
科
書
セ
ン
タ
ー

（
住
田
町
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
）、

県
釜
石
教
科
書
セ
ン
タ
ー
（
釜
石

市
教
育
セ
ン
タ
ー
）

▽
展
示
期
間　

六
月
十
五
日
（
金
）

～
七
月
四
日
（
水
）
午
前
九
時
～

午
後
五
時
（
土
、
日
を
除
く
）

　

詳
し
く
は
、
教
育
研
究
所
（
内

線
２
８
５
）
ま
で
。

　

今
年
四
月
に
気
仙
管
内
に
就
職

し
た
人
を
対
象
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。

▽
日
時　

六
月
十
四
日
（
木
）
午

後
一
時
三
十
分
～
五
時
（
受
付
は

午
後
一
時
か
ら
）

▽
場
所　

大
船
渡
市
民
交
流
館
カ

メ
リ
ア
ホ
ー
ル

▽
内
容　

講
演
『
仕
事
で
活
か
せ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』、
講

師
は
ド
リ
ー
ム
フ
ィ
ー
ル
ド　

代

表
阿
部
侑
生
氏

▽
受
講
料　

無
料

▽
申
込
締
切　

六
月
七
日
（
木
）

　

詳
し
く
は
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
気

仙
（
☎
２
１
ー
３
４
５
６
）

　

気
仙
地
区
雇
用
開
発
協
会
で

は
、
高
校
生
の
保
護
者
が
、
現
在

の
高
校
生
を
取
り
巻
く
雇
用
情
勢

や
、
就
職
決
定
に
果
た
す
保
護
者

の
役
割
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
場
と
し
て
、
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。
当
日
の
参
加
も
可

能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

六
月
二
十
二
日
（
金
）

午
後
七
時
～
八
時
三
十
分
（
受
け

付
け
は
午
後
六
時
三
十
分
か
ら
）

▽
場
所　

大
船
渡
市
民
交
流
館･

カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル

▽
内
容　

①
『
気
仙
管
内
を
は
じ

め
と
す
る
県
内
外
の
雇
用
情
勢
に

つ
い
て
』
講
師
は
大
船
渡
公
共
職

業
安
定
所
所
長
伊
藤
忠
雄
氏 

②
『
高
校
生
の
就
職 
そ
の
と
き

の
保
護
者
の
役
割
』
講
師
は
い
わ

て
県
南
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
長
金
野

馨
氏

▽
参
加
料　

無
料

▽
申
込
方
法　

電
話
、
ま
た
は
チ

ラ
シ
を
持
っ
て
い
る
人
は
下
部
の

申
込
欄
に
記
入
し
、
フ
ァ
ク
ス
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
当
日
参

加
も
可
）

　

詳
し
く
は
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
気

仙
（
☎
２
１
ー
３
４
５
６
、
フ
ァ

ク
ス
２
６
ー
１
５
５
１
）
ま
で
。

▽
期
日　

六
月
二
十
三
日
（
土
）

▽
時
間
（
会
場
）
①
午
後
一
時

十
五
分
～
午
後
二
時
十
五
分
（
米

崎
中
学
校
体
育
館
）
②
午
後
三
時

十
五
分
～
午
後
四
時
十
五
分
（
第

一
中
学
校
体
育
館
）

　

詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
（
内

線
２
５
１
）
ま
で
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
一
般
市
民
を
対
象
に
、
次
の

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
受
講
料

は
無
料
で
、
定
員
は
各
二
十
人
。

定
員
に
な
り
次
第
、
申
し
込
み
を

締
め
切
り
ま
す
。

【
刈
払
い
機
・
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取

扱
講
習
】

▽
日
時　

六
月
十
九
日
（
火
）
午

前
九
時
～
午
後
三
時

▽
会
場　

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ

ザ
ほ
か

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
弁
当
、

飲
み
物
。
持
っ
て
い
れ
ば
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
、
ゴ
ー
グ
ル
、
刈
払
い
機
、

チ
ェ
ー
ン
ー
、
安
全
チ
ョ
ッ
キ

【
植
木
剪せ
ん

定
講
習
】

▽
日
時　

六
月
二
十
一
日
（
木
）

午
前
九
時
～
午
後
三
時

▽
会
場　

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
弁
当
、

飲
み
物
。持
っ
て
い
れ
ば
、剪
定
鋏
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
安
全
チ
ョ
ッ
キ

　

詳
し
く
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
（
☎
５
４
ー
４
８
８
８
）

ま
で
。

　

昔
話
の
語
り
、
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
、
わ
ら
べ
唄
や
手
遊
び
を
し

ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
気
軽
に
遊
び
に
き
て
く
だ
さ

い
。

▽
日
時　

六
月
十
六
日
（
土
）
午

後
二
時
～
二
時
三
十
分
（
毎
月
第

一
・
第
三
土
曜
日
開
催
）

▽
場
所　

陸
前
高
田
こ
ど
も
図
書

館　

ち
い
さ
い
お
う
ち
（
竹
駒
コ

ミ
セ
ン
と
な
り
）

　

詳
し
く
は
、
同
図
書
館
（
☎

５
４
ー
３
２
２
７
）
ま
で
。

　

黒
崎
仙
峡
を
訪
ね
る
み
ち 

自
然

観
察
会
を
開
催
し
ま
す
。
陸
中
海

岸
国
立
公
園
内
の
自
然
歩
道
を
散

はたけやま　しゅん
ちゃん

なかのめ　えいな
ちゃん

ふじい　ひろと
ちゃん

外
国
人
の
皆
さ
ん
を
歓
迎
し
ま
す

日
本
語
教
室
を
再
開

小
中
学
校
の
履
修
内
容
が
分
か
り
ま
す

教
科
書
展
示
会
を
開
催

仕
事
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し
ょ
う

新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

高
校
生
の
保
護
者
向
け

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

不
来
方
高
校
音
楽
部
か
ら

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

各
種
講
習
会
の
受
講
者
を
募
集

親
子
を
対
象
に
し
て
い
ま
す

「
お
は
な
し
の
じ
か
ん
」
開
催

黒
崎
仙
峡
を
訪
ね
る
み
ち

自
然
観
察
会
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策
し
な
が
ら
、
豊
か
な
自
然
と
ふ

れ
あ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

六
月
十
六
日
（
土
）
午

前
九
時
～
正
午
（
小
雨
決
行
）、

午
前
八
時
四
十
五
分
受
付
開
始

▽
集
合　

場
所　

広
田
町
黒
崎
神

社
前
駐
車
場

▽
募
集
人
員　

二
十
人
（
先
着
）

▽
参
加
費　

一
人
百
円
（
傷
害
保

険
料
込
）
当
日
持
参

▽
募
集
期
間　

六
月
十
三
日
（
水
）

ま
で
（
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

市
観
光
物
産
協
会
（
☎
５
４
ー

５
０
１
１
）
ま
で
。

　

大
船
渡
地
方
農
業
振
興
協
議
会

で
は
、
本
格
的
な
農
業
を
め
ざ
す

人
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

▽
対
象　

就
農
を
目
指
し
て
い
る

人
、
ま
た
は
就
農
三
年
以
内
の
人

（
お
お
む
ね
六
十
五
歳
ま
で
）

※
家
庭
菜
園
の
み
の
人
、
過
去
に

受
講
し
た
人
は
除
き
ま
す
。

▽
募
集
人
員　

十
人

▽
日
程　

六
月
～
十
一
月
ま
で
毎

月
一
～
二
回
（
全
八
回
）（
六
月

二
十
八
日
開
講
式
）

▽
場
所　

陸
前
高
田
市
、
大
船
渡

市
、
住
田
町
の
ほ
場
な
ど

▽
内
容　

農
業
の
基
礎
知
識
に
関

す
る
講
義
お
よ
び
栽
培
実
習
（
野

菜
中
心
で
す
）

▽
経
費　

無
料
（
開
催
場
所
ま
で

の
移
動
経
費
、
昼
食
代
は
自
己
負

担
）

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

大
船
渡
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ

ー
（
☎
２
７
ー
９
９
１
８
）
ま

で
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ

れ
た
皆
様
の
住
宅
再
建
つ
い
て
、

個
別
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま

す
。

▽
相
談
日　

毎
週
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

▽
時
間　

午
前
八
時
三
十
分
～
午

後
五
時
（
午
後
五
時
以
降
に
つ
い

て
は
、
事
前
に
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
）

▽
場
所　

市
役
所
復
興
対
策
局

▽
対
象　

震
災
に
よ
り
住
宅
が
全

壊
ま
た
は
半
壊
し
、
住
宅
の
再
建

を
検
討
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
高

田
・
今
泉
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
地
内
に
被
災
し
た
土
地
を
所
有

し
て
い
る
人

▽
内
容　

復
興
事
業
（
計
画
）
に

お
け
る
集
団
移
転
事
業
や
土
地

区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
の
相

談
な
ど

　

詳
し
く
は
、
復
興
対
策
局
（
内

線
４
４
１
・
４
４
２
）
ま
で
。

　

俳
優
・
唐
沢
寿
明
や
江
角
マ
キ
コ
、

菅
野
美
穂
ら
が
所
属
す
る
芸
能
事

務
所
「
研
音
」
が
開
催
す
る
ト
ー
ク

ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
に
、
市
民
二
十
組

四
十
人
を
無
料
招
待
し
ま
す
。

▽
出
発
日
時　

七
月
二
十
三
日

（
月
）
午
前
十
時

▽
行
程　

一
泊
三
日
（
高
田
小
学

校
前
集
合
解
散
）

・
二
十
三
日
（
月
）
集
合
午
前
九

時
四
十
分
高
田
小
学
校
前
→
十
時

貸
切
バ
ス
で
東
京
へ
出
発
→
午
後

六
時
ホ
テ
ル
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

・
二
十
四
日
（
火
）
集
合
午
前
九

時
四
十
分
ホ
テ
ル
ロ
ビ
ー
→
十
時

貸
切
バ
ス
で
渋
谷
公
会
堂
に
出
発

→
午
後
三
時
イ
ベ
ン
ト
鑑
賞
→
八

時
ご
ろ
貸
切
バ
ス
で
高
田
小
学
校

へ
出
発

・
二
十
五
日
（
水
）
午
後
四
時
高

田
小
学
校
前
着
・
解
散
予
定

▽
対
象　

市
内
在
住
の
十
六
歳
以

上
の
人
。
二
十
歳
未
満
の
人
は
保

護
者
同
伴
で
応
募
可
。

▽
定
員　

二
十
組
四
十
人
（
定
員

超
の
場
合
、
抽
選
に
な
り
ま
す
）

▽
応
募
方
法　

市
役
所
一
号
棟
一

階
窓
口
に
あ
る
専
用
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
備
え
付
け

の
応
募
ボ
ッ
ク
ス
に
投
函
し
て
く

だ
さ
い
。（
詳
し
く
は
、
応
募
用

紙
参
照
の
こ
と
）

　ハローワークでは、次のとおり就職支援ナビゲーターによる就職支援相談会を開催します。

この相談会での相談は、雇用保険受給者の失業認定申告書の「就職活動」に該当します。雇用保険

受給資格者証を持っている人は、提示をお願いします。

▽相談内容　就職相談、情報提供、雇用保険失業給付手続方法、雇用保険または職業訓練受講給付

金を受給しながらの職業訓練の案内、雇用調整助成金および被災者雇用開発助成金など、各種助成

金の案内など

　詳しくは、ハローワーク大船渡就職支援ナビゲーター（☎２７－４１６５）まで。

６月１２日（火）１１：３０～１３：３０ 佐野仮設団地（米崎町）集会所

６月１５日（金）１０：００～１２：００ 米崎小学校仮設団地集会所

６月１９日（火）１０：００～１２：００ モビリアセンターハウス

６月２２日（金）１０：００～１２：００ 横田中学校仮設団地集会所

６月２６日（火）１０：００～１２：００ 広田コミセン

６月２９日（金）１０：００～１２：００ 矢作小学校仮設団地談話室

６月　８日（金）１０：００～１２：００ 矢作中学校仮設団地集会所

開　催　日　時 開　催　場　所

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

気
仙
地
方
新
規
就
農
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ミ
ナ
ー

開
設
し
て
い
ま
す

住
宅
再
建
等
個
別
相
談
窓
口

市
民
２
０
組
４
０
人
を
無
料
招
待

研
音
フ
ァ
ン
合
同
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト

６月の就職支援相談会



⑮

◇出生（　）は字名・保護者・出生日

矢作　…

横田　…

竹駒　鈴　木　鳳
ひ

　龍
りゅう

（滝の里・秀謙・5/11）

気仙　…

髙田　…

米崎　川　上　歩
あ

　夢
ゆ

（松峰・淳一・4/28）

小友　戸　羽　晃
こう

士
し

郎
ろう

（谷地館・桂・5/4）

　　　佐々木　駿
しゅん

　太
た

（三日市・隆・4/11）

広田　村　上　さくら（平畑・紘・4/16）

　　　村　上　　　要
かなめ

（平畑・紘・4/16）

　　　谷　水　桜
は

　季
る

（岩倉・繁之・4/26）

◇おくやみ（　）は字名・年齢・死亡日

矢作　…

横田　菅　野　隆　見（本宿・67・4/24）

　　　遠　藤　光　雄（久連坪・84・5/8）

　　　佐　藤　サツヨ（槻沢・95・5/10）

　　　菅　野　祥　汰（堂の沢・10・5/12）

竹駒　鈴　木　ヤツヨ（滝の里・86・4/27）

　　　鈴　木　トメヨ（館・84・5/11）

気仙　村　上　冨貴子（丑沢・85・4/23）

　　　河　野　清　子（町・71・5/1）

　　　佐々木　京　子（福伏・85・4/28）

　　　大　坂　二　郎（二日市・81・5/3）

髙田　佐々木　保　子（砂畑・66・H23．3/11）

　　　吉　田　輝　男（中和野・76・4/19）

　　　石　川　つね子（大隅・82・4/24）

　　　佐　藤　弘　子（裏田・59・H23．3/11）

　　　菅　野　洋　治（鳴石・82・5/4）

　　　菅　野　　　修（鳴石・46・5/7）

　　　菊　池　健　夫（中和野・70・5/12）

米崎　金　野　和多利（和方・84・4/15）

　　　千　葉　悦　子（佐野・72・4/28）

　　　熊　谷　秀　夫（地竹沢・86・5/2）

小友　吉　田　カナエ（茂里花・86・4/29）

　　　小　山　典　子（上新田・53・H23．3/11）

広田　及　川　清　德（田端・84・5/3）

　　　黄川田　悦　郎（長洞・81・5/10）

慶  弔（届出日：4/16 ～ 5/15）

▽
締
切　

六
月
二
十
七
日
（
水
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

㈱
ケ
ン
企
画

（
☎
０
３
ー
６
４
０
６
ー
４
５
３
８
）

※
受
付
時
間
は
、
平
日
の
正
午
～

午
後
六
時
。
市
役
所
で
は
、
問
い

合
わ
せ
に
応
じ
か
ね
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
仮
設
住
宅
の
た
ず
ね
人
に
つ
い
て
】

　

入
居
者
の
連
絡
先
を
直
接
教
え

る
こ
と
は
、
個
人
情
報
保
護
の
観

点
か
ら
で
き
か
ね
ま
す
の
で
ご
了

承
願
い
ま
す
。

　

な
お
、
建
設
課
か
ら
入
居
者
に

連
絡
の
上
、
了
解
が
得
ら
れ
た
場

合
に
お
い
て
、
連
絡
先
な
ど
を
お

知
ら
せ
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

【
仮
設
住
宅
へ
の
新
規
入
居
に
つ

い
て
】

　

仮
設
住
宅
へ
の
新
規
入
居
は
、
被

災
者
の
う
ち
、
ま
だ
仮
設
住
宅
に

入
居
し
て
い
な
い
世
帯
、
市
外
の

仮
設
住
宅
や
み
な
し
仮
設
に
入
居

し
て
い
る
人
で
、
市
内
の
仮
設
住

宅
に
転
居
を
希
望
す
る
世
帯
、
ま

た
は
、
結
婚
・
離
婚
に
伴
い
新
規

入
居
を
希
望
す
る
世
帯
に
つ
い
て
、

個
別
に
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
内
の
仮
設
住
宅
に
す

で
に
入
居
し
て
い
る
人
の
世
帯
分

離
な
ど
に
つ
い
て
は
、
相
談
に
応

じ
か
ね
て
お
り
ま
す
の
で
ご
了
承

願
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
建
設
課
住
宅
推
進

係
（
内
線
４
７
４
・
４
７
５
）
ま
で
。

　

六
月
二
十
五
日
（
月
）
か
ら
路

線
バ
ス
と
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
経
路
、

時
刻
お
よ
び
運
賃
が
変
わ
り
ま
す
。

　

時
刻
表
な
ど
詳
細
は
、
広
報
六

月
十
五
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
企
画
政
策
課
政
策

推
進
係
（
内
線
１
７
２
）
ま
で
。

　

県
で
は
本
年
度
の
調
理
師
お
よ

び
製
菓
衛
生
師
試
験
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

【
調
理
師
試
験
】

▽
日
時　

九
月
十
二
日
（
水
）
午

前
十
時
～
正
午

▽
場
所　

大
船
渡
地
区
合
同
庁
舎

ほ
か
県
内
九
カ
所

▽
願
書
配
布　

五
月
二
十
八
日

（
月
）
か
ら
大
船
渡
保
健
所
で
配
布

▽
申
込
期
間　

七
月
二
日
（
月
）

～
十
三
日
（
金
）

▽
合
格
発
表　

十
月
十
九
日
（
金
）

【
製
菓
衛
生
師
試
験
】

▽
日
時
、
申
込
期
間
お
よ
び
合
格

発
表　

調
理
師
試
験
に
同
じ

▽
場
所　

盛
岡
市
勤
労
福
祉
会
館

　

詳
し
く
は
、大
船
渡
保
健
所
（
☎

２
７
ー
９
９
１
３
）
ま
で
。

【
予
備
講
習
会
】

◎
六
月
二
十
四
日
（
日
）
開
催
分

▽
時
間　

午
前
九
時
～
午
後
五
時

▽
場
所　

県
消
防
学
校
（
矢
巾

町
）・
講
習
科
目　

網
猟
免
許
、

わ
な
猟
免
許
、
第
一
種
銃
猟
免
許
、

第
二
種
銃
猟
免
許

▽
試
験
日
時
（
場
所
）
七
月
八
日

（
日
）
午
前
九
時
～
午
後
五
時
（
遠

野
地
区
合
同
庁
舎
）

◎
八
月
二
十
六
日
（
日
）
実
施
分

▽
時
間　

午
前
九
時
～
午
後
五
時

▽
場
所　

県
消
防
学
校
（
矢
巾

町
）・
講
習
科
目　

網
猟
免
許
、

わ
な
猟
免
許
、
第
一
種
銃
猟
免
許
、

第
二
種
銃
猟
免
許

▽
試
験
日
時
（
場
所
）
九
月
九
日

（
日
）
午
前
九
時
～
午
後
五
時
（
県

消
防
学
校
）

▽
申
込
手
続　

受
講
料
は
無
料

で
、
大
船
渡
保
健
所
に
備
え
付
け

の
「
狩
猟
免
許
試
験
予
備
講
習
会

申
込
書
」
に
よ
り
、（
社
）
岩
手

県
猟
友
会
に
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

六
月
受
講
者
…
六

月
十
五
日
（
金
）、
八
月
受
講
者

…
八
月
十
七
日
（
金
）

▽
昼
食　

各
自
弁
当
な
ど
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
大
船
渡
保
健
福

祉
環
境
セ
ン
タ
ー
（
☎
２
７
ー

９
９
１
３
）
ま
で
。

回
答
し
ま
す

仮
設
住
宅
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

六
月
二
十
五
日
か
ら

路
線
バ
ス
の
経
路
・
時
刻
を
変
更

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か

調
理
師
お
よ
び
製
菓
衛
生
師
試
験

試
験
の
合
格
に
向
け
て

狩
猟
免
許
試
験
予
備
講
習
会



数字で見る陸前高田市

２０１２年（平成２４年）　６月１日号　⑯

市内の火災救急活動（４月）
（　）は 1 月からの累計

市の人口（４月３０日現在）
◎住民登録人口（　）内は前月比

市内の交通事故（４月）
大船渡警察署調べ。（　）は１月からの累計

◆人身事故
◆物損事故
◆負 傷 者
◆死 亡 者
◆飲酒運転

男
女
計

世帯数

◆建　　物

◆林野・その他

◆出動件数

◆搬送人員

３件
２４件
５人
０人
０人

１０，０３４人
１０，７６１人
２０，７９５人

７，４６５世帯

１件

１件

６０件

７３人

（１３件）
（１３３件）
（１５人）
（  １人）
（  ０人）

（ １）
（△１９）
（△１８）

（ ７ ）

（  ２件 ）

（　３件）

（２５２件）

（２６１人）
※前年同月との比較（前年度実績なし）
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昨
年
の
五
月
に
陸
前
高
田
入
り
し
、

当
時
は
ま
だ
が
れ
き
が
道
路
に
散
乱

し
て
い
る
状
態
で
し
た
。「
が
れ
き
の

処
理
」
と
「
ま
ち
の
復
興
」
の
イ
メ
ー

ジ
が
な
か
な
か
わ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
当
時
は
全
戸
を
対
象
に
健
康
調

査
を
し
て
い
る
と
き
で
、
他
の
自
治
体

か
ら
の
応
援
チ
ー
ム
の
調
整
を
し
て

い
ま
し
た
。
初
め
は
、
一
カ
月
の
短

期
派
遣
で
し
た
が
、
再
び
昨
年
の
十
・

十
一
月
の
二
カ
月
間
、
本
市
に
派
遣
さ

れ
、
仮
設
住
宅
を
巡
回
し
健
康
相
談
な

ど
を
行
う
と
と
も
に
、
秋
の
健
康
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

震
災
直
後
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

お
話
を
聞
い
て
い
ま
す
が
、
被
災
者
の

方
々
の
多
く
は
、
将
来
へ
の
不
安
を
抱

え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
。
健
康

面
で
は
、
震
災
後
に
血
圧
が
上
昇
し
た

人
が
多
く
、
現
在
は
下
降
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
依
然
と
し
て
高
い
数
値
の
人

が
多
い
状
況
で
す
。

　

陸
前
高
田
の
皆
さ
ん
は
、
あ
い
さ

つ
な
ど
気
さ
く
に
声
を
掛
け
て
き
て
、

私
を
自
然
に
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
い

ま
す
。
感
謝
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
多

く
、「
被
災
し
た
人
の
力
に
な
り
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
復
興

は
、
建
物
や
道
路
な
ど
目
に
見
え
る
も

の
だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
気
持
ち
の
面
も
明
る
く
な
る
よ

う
、
努
め
て
い
き
た
い
で
す
。

派
遣
職
員
紹
介
⑧

唐
　
川

　
祐

　
一 

さ
ん

健
康
推
進
課　

保
健
師

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】　

唐　

川　

祐　

一
（
か
ら
か
わ　

ゆ
う
い
ち
）

　

岐
阜
県
中
津
川
市
出
身
。
大
学
を
卒
業
後
名
古
屋
市
役
所
に
入
庁
。
名
古
屋
市
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
相
談
業
務
な
ど
に
従
事
。
昨
年
度
も
二
度
に
わ
た
り
計
三
カ
月
間
、

健
康
推
進
課
に
派
遣
さ
れ
、本
年
度
は
一
年
間
の
派
遣
と
な
る
。
現
在
は
、矢
作
・
気
仙
町
の
担
当
で
「
保

健
・
医
療
・
福
祉
未
来
図
会
議
」
の
運
営
と
調
整
を
進
め
て
い
る
。
特
技
の
野
球
で
は
、
五
月
に
行
わ

れ
た
県
民
体
育
大
会
の
市
内
予
選
に
、“
勝
久
会
”
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
出
場
し
見
事
に
優
勝
。
今

月
行
わ
れ
る
県
大
会
で
の
好
投
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。


